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一般財団法人絹谷幸二美術財団 

2023 年度（令和 5 年度）事業計画書 

 

Ⅰ．事業概要 
 

一般財団法人 絹谷幸二美術財団（以下「当財団」という。）は美術分野における具象的傾

向の絵画創作を支援するため、若手芸術家の優れた創作活動に対して顕彰し、あわせて具象

傾向の絵画の理解と普及啓発を図り、もって我が国の芸術文化の発展に寄与することを目

的とする。 
 

当財団定款第 4 条第 1 項（抜粋） 

(1)若手芸術家の具象的傾向の絵画創作活動に対する顕彰（以下「顕彰事業」という。） 

(2)講演会、講習会等を通じた美術教育の向上並びに普及啓発活動 

(3)その他この法人の目的を達成するに必要な事業 

 

 

Ⅱ．事業計画 
 

当財団は、本年度が事業の二年目であることを踏まえ、以下の事業及び活動を行うことを基

本方針として、以下のとおり事業計画を策定する。 
 

①第一回絹谷幸二芸術賞の実施（事業目的(1)） 

②講演会、講習会を通じた美術教育の向上並びに普及啓発活動（事業目的(2)） 

③画家絹谷幸二作品の貸出、資料・学術研究の提供による美術教育の向上並びに普及啓発活

動（事業目的(2)） 
 

また、本年度中に公益認定申請を行うことを目標として、昨年度に引き続き、その準備作業

（組織体制および内部規程等）の整備を行う。（事業活動(3)） 

さらに、当財団事業の社会的意義が広く認知されるように、一般社団法人絹谷幸二美術財団

のホームページを制作し、本年度中に公開する。（事業活動(3)） 

 

１．顕彰事業 

当財団は、本年度における顕彰事業として、第一回「絹谷幸二芸術賞」を主催し、他の主催

者との協力の下、実施する。 
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① 事業計画の概要 

顕彰事業活動として 2009 年～2018 年の約 10 年にわたり 35 歳以下の若手芸術家

を応援し、具象絵画の可能性を開くことを目的にして実施された絹谷幸二賞（毎日

新聞社主催）を前身として、新たに「絹谷幸二芸術賞」が創設された。本年度は第

一回「絹谷幸二芸術賞」を実施する。 
 

② 絹谷幸二芸術賞の内容 

対象作家：   40 歳以下の平面作品（具象傾向）を発表していること 

選考方法： 絹谷幸二芸術賞実行委員会が選出した全国の美術館学芸員、大学

教授、美術関係者、ジャーナリストなどの識者にそれぞれ作家の

推薦を依頼。その推薦された資料をもとに選考委員による第一次

審査を実施し、選出された約 10 名の中から最終審査で大賞およ

び奨励賞の 2 名を選出する。 

賞金及び賞品（予定）： 

大賞  1 名 賞金 100 万円 副賞 サクラパレス画材 

奨励賞 1 名 賞金  50 万円 副賞 サクラパレス画材 

③ 広報活動 

産経新聞紙面、絹谷幸二芸術賞公式ホームページ、美術関係情報誌等 

 

④ 選考委員 

当財団の理事会において、下記 3 名の選考委員を選定する。 

   絹谷幸二（画家） 

建畠晢（多摩美術大学 学長）  

島敦彦（国立国際美術館 館長） 
 

⑤ 当面のスケジュール 

令和 5 年 1 月 絹谷幸二芸術賞 産経新聞告知 

令和 5 年 7 月 選考審査 

令和 5 年 10 月 絹谷幸二芸術賞 第一回発表 産経新聞全国区紙面掲載 

令和 5 年 11 月 絹谷幸二芸術賞 第一回表彰式  
 
 
 

２．講演会、講習会を通じた美術教育の向上並びに普及啓発活動 

 

  美術に関する講演会、講習会等を行い、美術教育の向上並びに普及啓発活動を行い、も

って美術の発展に寄与する。具体的には、講演会資料、教育プログラム制作・補助、協

賛等を実施する。 
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事業計画としては、以下のとおりであるが、さらなる機会を得て当該事業を発展させる。 
 

① 「2023 第 3 回キッズ絵画コンクール」 

開催場所 絹谷幸二天空美術館    

応募資格 小学生～中学生以下 

審査委員 絹谷幸二 堀内陽介 南城守 

表彰 賞品・記念品の贈呈 

表彰式 絹谷幸二天空美術館 
 

② アートとともだち 

開催場所 絹谷幸二 天空美術館 対話型鑑賞ワークショップ 

開催日  6 月 3 日、6 月 10 日、6 月 18 日 

参加対象 小学 3 年生～中学生 （定員各 12 名） 
 

③ 奈良県立万葉文化館  

「飛鳥の祝歌 絹谷幸二展」2023.10.7～2023.12.3  イベント各種 
 

④ 2023 年 講演会等 

・絹谷幸二 天空美術館 「想像力の鍛え方」 画家 絹谷幸二氏×建築家 安藤忠雄氏   

etc. 

令和 5 年 11 月 絹谷幸二芸術賞 第一回表彰式  
 
 
 

３．画家絹谷幸二作品の展示公開、及び、資料・学術研究の提供による美術教育の向上

並びに普及啓発活動 
 

 画家絹谷幸二作品の展示公開、及び、資料・学術研究の提供を行うことを通じ、美術分

野における具象的傾向の絵画に対する理解を促進し、美術教育の向上並びに普及啓発

活動を行い、もって我が国芸術文化の発展に寄与する。 

事業計画としては、以下のとおりであるが、さらなる機会を得て当該事業を発展させる。 
 

① 奈良県立 万葉文化館 2023.10.7～2023.12.3 「飛鳥の祝歌 絹谷幸二展」 

「菩提心」 「無著・世親立像」 etc. 
 

② 絹谷幸二 天空美術館 2023.7.19～2023.12.3 「ヴェネツィア祝歌」 

etc. 

 
 

４．諸会議開催日程（予定） 

 令和５年５月頃  第１回理事会開催 
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令和５年５月頃  第１回評議員会開催 

令和６年２月頃  第２回理事会開催 

※その他、必要に応じて開催。 

 

 

以上 


